
府庁本館活用事業 ひょうたんから独楽劇場  

〔大阪府庁へのアクセス〕 

①地下鉄谷町線・京阪電車「天満橋駅」３番出口から徒歩約10分 

②地下鉄谷町線・中央線「谷町四丁目駅」1A番出口から徒歩約10分 

③大阪市営バス「大手前」停留所 

●開催日／平成 ２９年 ６月１６日(金) 

●開   演／１２時 １５分（終演予定 １２時５０分） 
●会   場／「正庁の間」(大阪府庁 本館５階) 
●出 演／ヴォーカルアンサンブル《ノスタルジア》 
●入場料／無料（椅子席８０） 
 
※事前予約不要。開演時間に会場にお越しください。 
※なお、会場が満員の場合は、入場制限をさせていただきます。 
 また、出演者及びプログラムは予告なく変更する場合がございます。 
 あらかじめご了承ください。 

正庁の間 

関西歌劇団P r e s e n t s   

ランチタイムコンサート  

正庁の間 

■お問い合わせ■  

大阪府府民文化部 文化・スポーツ室 文化課  tel. 06-6210-9323 fax. 06-6210-9325 

特定非営利活動法人 関西芸術振興会（関西歌劇団） tel. 06-4801-8185 

●関西歌劇団 
1949年春、指揮者・朝比奈隆を中心に関西の声楽家が集まり、旗揚げ公演「椿姫」で発足。 

その後年間2回グランドオペラ中心の定期公演のほか数々の公演を行う。1954年、歌舞伎調の

「お蝶夫人」公演を機に「夕鶴」や「修禅寺物語」、「赤い陣羽織」（100回公演）といった邦

人作品の初演にも力を注ぐ。現在は創作ものを含め、年3回の自主公演を柱に、常に注目すべきオ

ペラ活動を展開。団員数は約200名。 

～ア・カペラによる日本の抒情歌～  

●ヴォーカルアンサンブル《ノスタルジア》  
・メンバー 
 森本まどか 清野千草 辻村明香 長町香里 小川典子 

 谷 浩一郎 孫 勇太 落合庸平 冨田敦史 

・メッセージ 

 西日本で最も歴史のあるオペラ団体、関西歌劇団のメンバーが集まり結成。 

 グループ名は「ノスタルジア(郷愁) 」・・・ 

 誰もが心に持っている“ふるさと”それはいくつになっても忘れることのない心の   

 拠りどころ。移り行く時代の速さを感じる昨今、日本の心を歌い、珠玉の名曲を次の 

 世代へとお伝えしたいと願い「ノスタルジア(郷愁) 」と命名いたしました。 

 身体を楽器とするオペラで鍛えられた声を最大限に生かした最高のパフォーマンスで皆様を 

 お迎えいたします。また、“生の声”の美しさで“心の故郷”を感じていただき、温かく優しい 

 ひと時をお届けいたします。 

正庁の間 

●プログラム 
 荒城の月 
 浜辺の歌 
 遠くへ行きたい 
 翼をください 
 ほか 


